
•U
SB
方
式

•U
SB

に
調

査
ア

プ
リ

を
入

れ
て

お
き

，
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

利
用

せ
ず

に
実

施
。

(C
D

-R
を

利
用

す
る

方
法

も
こ

れ
に

分
類

さ
れ

る
)

•中
間
サ
ー
バ
+
LA
N
接
続
方
式

•児
童

・
生

徒
の

受
験

端
末

は
，

調
査

実
施

中
は

校
内

LA
N

だ
け

に
接

続
し

，
外

部
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

は
接

続
し

な
い

。
•解

答
は

一
時

的
に

中
間

サ
ー

バ
に

送
信

し
て

お
き

，
解

答
終

了
後

に
時

間
差

で
メ

イ
ン

サ
ー

バ
に

送
信

す
る

。
•W
AN
接
続
方
式

•直
接

メ
イ

ン
サ

ー
バ

に
接

続
す

る
。

(モ
バ

イ
ル

ル
ー

タ
ー

を
利

用
す

る
方

法
も

こ
れ

に
分

類
さ

れ
る

)

第
２
回
C
B
T
化
検
討
W
G

寺
尾
委
員
説
明
資
料
よ
り

抜
粋
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各
小
・
中
学
校

コ
ピ
ー

パ
タ
ー
ン
1

•解
答
前

•解
答
中

•解
答
後

パ
タ
ー
ン
2
各
小
・
中
学
校

各
小
・
中
学
校

各
小
・
中
学
校

デ
ー
タ

抽
出

パ
タ
ー
ン
1

パ
タ
ー
ン
2

各
小
・
中
学
校

回
収

接
続

現
場
教
員
に

よ
る
作
業

現
場
教
員
に

よ
る
作
業
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•メ
リ
ッ
ト

•解
答

前
～

解
答

後
ま

で
一

貫
し

て
，
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
な
い

。
⇒

 ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

関
連

の
リ

ス
ク

や
不

安
定

さ
を

解
消

で
き

る
。

•デ
メ
リ
ッ
ト
(検
討
課
題
)

•現
場
の
先
生
方
の
負
担
が
多
大
で
，
人
海
戦
術

(特
に

パ
タ

ー
ン

1)
。

•学
校

の
PC

管
理

ポ
リ

シ
ー

に
よ

っ
て

は
，
U
SB
ポ
ー
ト
を
使
用
で
き
な
い

，
環
境
復
元
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
設
定
を
解
除

を
す

る
手

間
が

か
か

る
な

ど
，

個
別

対
応

が
求

め
ら

れ
る

。
•児

童
・

生
徒

の
中

に
は
U
SB
メ
モ
リ
の
正
し
い
抜
き
取
り
手
順
を
守
ら
ず
に

抜
き
取
る

子
も

お
り

，
デ
ー
タ
損
失
の
リ
ス
ク
が
大
き
い

。
•U

SB
の

中
に

入
れ

た
問

題
／

問
題

セ
ッ

ト
し

か
出

せ
な

い
。
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•解
答
中

•解
答
終
了
後

全
国
学
調
専
用

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ 各
小
・
中
学
校

中
間
サ
ー
バ

全
国
学
調
専
用

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ

各
小
・
中
学
校

中
間
サ
ー
バ

順
次
送
信
(V
PN
接
続
)

※
あ
る
程
度
の
大
人
数
が
1コ
マ
で
調
査
を
実
施
す
る
と
き
に
，
有
効
に
な
り
得
る
。

※
解
答
の
送
信
の
失
敗
に
備
え
，
児
童
・
生
徒
の
端
末
に
も
解
答
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
よ
い
。

監
督

端
末

解
答
中
は
，
監
督
用
端
末
で

児
童
・
生
徒
の
解
答
状
況
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
。

解
答
中
に
送
信
し
き
れ
な

か
っ
た
解
答
デ
ー
タ
を
吸
い

上
げ
，
中
間
サ
ー
バ
に
蓄
積
。

終
了
後
は
端
末
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
解
答
デ
ー
タ
を

削
除
す
る
。

学
校
ご
と
に
異
な
る
実
施
日
を
定
め
，
あ
る
程
度
大
人
数
が
解
答
す
る
場
合
に
想
定
さ
れ
る
方
式
。
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•メ
リ
ッ
ト

•解
答

中
は

中
間

サ
ー

バ
だ

け
と

や
り

取
り

す
る

。
⇒

 W
AN

に
接

続
し

た
場

合
と

比
較

し
て

，
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
不
安
定
さ
や

そ
の
他
の
リ
ス
ク
を
一
定
程
度
解
消
で
き
る

。
•解

答
が

中
間

サ
ー

バ
に

逐
次

送
信

さ
れ

る
。

⇒
 ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
中
断
さ
れ
て
も
，
途
中
か
ら
解
答
を
再
開
で
き
る

。
•デ
メ
リ
ッ
ト
(検
討
課
題
)

•校
内
LA
N
の
状
況
に
依
存
す
る

。
無

線
AP

を
利

用
す

る
場

合
，

1台
の

AP
が

接
続

で
き

る
端

末
台

数
を

確
認

•中
間

サ
ー

バ
の

設
置

方
法

や
調

査
終

了
後

に
メ

イ
ン

サ
ー

バ
に

デ
ー

タ
を

送
信

す
る

手
順

を
明

確
に

定
め

る
必

要
が

あ
る

。
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•メ
リ
ッ
ト

•
手
軽
に
実
施
で
き
る

。
•

日
常

的
に

用
い

ら
れ

る
場

合
は

，
費

用
に

比
し

て
サ

ー
バ

稼
働

率
が

高
い

。

•デ
メ
リ
ッ
ト
(検
討
課
題
)

•
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
不
安
定
な
状
況
で
は
リ

ス
ク
が
高
い

。
•

ロ
ー

ド
バ

ラ
ン

サ
ー

の
性

能
や

校
内

LA
N

の
整

備
状

況
，

帯
域

幅
次

第
。

各
小
・
中
学
校

監
督

端
末

※
解
答
の
送
信
の
失
敗
に
備
え
，
ロ
ー
カ
ル
に
も
解
答
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
よ
い
。

全
国
学
調
専
用

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
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US
B方
式

中
間
サ
ー
バ

+L
AN

方
式

W
AN
方
式

人
的
資
源

た
く

さ
ん

の
人

員
が

必
要

，
負

担
大

き
い

調
査

日
を

分
散

す
れ

ば
，

少
数

人
員

で
実

施
可

能
。

調
査

日
を

分
散

す
れ

ば
，

少
数

人
員

で
実

施
可

能
。

問
題
セ
ッ
ト
構
成
の

柔
軟
性

×
～

△
US

Bに
入

っ
て

い
る

問
題

セ
ッ

ト
の

み
の

実
施

。

△ 適
応

型
や

マ
ル

チ
ス

テ
ー

ジ
は

×
か

も
し

れ
な

い
。

〇

解
答
デ
ー
タ
の
送
信

デ
ー

タ
の

欠
損

が
多

数
発

生
し

う
る

。
欠

損
が

生
じ

に
く

い
。

調
査

日
を

分
散

す
れ

ば
，

欠
損

が
生

じ
に

く
い

。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ト
ラ

ブ
ル
へ
の
耐
性

〇
△ (校

内
LA

N次
第

)
調

査
日

が
集

中
す

る
な

ら
×

。
分

散
で

も
△

。
サ
ー
バ
へ
の
負
荷

〇
（

な
し

）
〇

調
査

日
が

集
中

す
る

な
ら

△
。

分
散

な
ら

〇
～

△
。

学
校

PC
と
の

相
性

△ US
Bポ

ー
ト

が
利

用
で

き
な

い
学

校
も

あ
る

。

〇 汎
用

w
eb

ブ
ラ

ウ
ザ

が
あ

れ
ば

実
施

可
能

。

〇 汎
用

w
eb

ブ
ラ

ウ
ザ

が
あ

れ
ば

実
施

可
能

。
解
答
状
況
管
理

×
〇

〇
(ta

oの
場

合
)
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•画
面
タ
ッ
チ
，
タ
ッ
チ
ペ
ン
，
ト
ラ
ッ
ク
パ
ッ
ド

•児
童
・
生
徒
の
好
み

に
応

じ
て

，
画

面
の

操
作

方
法

を
選

択
で

き
る

よ
う

に
。

•ス
マ

ホ
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
に

慣
れ

て
い

る
と

，
画

面
タ

ッ
チ

の
操

作
は

非
常

に
親

し
み

の
あ

る
操

作
方

法
。

•P
Cに

慣
れ

て
い

る
と

，
ト

ラ
ッ

ク
パ

ッ
ド

を
利

用
す

る
場

合
も

あ
る

。
•キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
・
手
書
き
入
力

•キ
ー

ボ
ー

ド
操

作
に

慣
れ

て
い

な
い

児
童

・
生

徒
の

た
め

に
，

ど
ち

ら
で

も
解

答
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

（
⇒

議
論

が
必

要
な

点
で

も
あ

る
）

•キ
ー

ボ
ー

ド
操

作
と

手
書

き
入

力
の

違
い

に
よ

っ
て

，
問

題
の

正
誤

状
況

(正
答

率
や

項
目

特
性

曲
線

)に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
か

，
解

答
時

間
に

差
が

生
じ

な
い

か
ど

う
か

は
実
証
的
に
確
認

す
る

必
要

が
あ

る
。
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•問
題
セ
ッ
ト
が
正
し
く
配
信
さ
れ
た
こ
と
を
確
認

•問
題

セ
ッ

ト
を

複
数

バ
ー

ジ
ョ

ン
使

用
す

る
場

合
に

は
，

割
り

当
て

予
定

の
問

題
セ

ッ
ト

が
確

か
に

配
信

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

必
要

が
あ

る
。

•解
答
が
確
実
に
送
信
さ
れ
た
こ
と
を
確
認

•ト
ラ

ブ
ル

等
で

解
答

が
途

中
で

中
断

さ
れ

て
も

，
再

ロ
グ

イ
ン

や
再

起
動

・
端

末
交

換
な

ど
す

れ
ば

，
解

答
し

た
と

こ
ろ

ま
で

は
復

元
さ

れ
て

い
る

必
要

が
あ

る
。

•各
児

童
・

生
徒

が
問

題
セ

ッ
ト

の
う

ち
「

い
ま

何
割

程
度

ま
で

解
答

が
終

了
し

た
か

」
を

監
督

す
る

必
要

も
あ

る
。

問
題
セ
ッ
ト
が
正
し
く
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
か
，
解
答
が
中
間
サ
ー
バ
／
メ
イ
ン
サ
ー
バ

に
送
信
さ
れ
た
か
を
解
答
時
間
中
に
確
認
す
る
た
め
に
，
調
査
監
督
機
能
は
必
須
に
な
る
。
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プ
ラ
ン

1
プ
ラ
ン

2
プ
ラ
ン

3
プ
ラ
ン

4
プ
ラ
ン

5
実
施
方
式

（
概
要
）

1人
1回

分
割

日
実

施
1人

1回
分

割
日

実
施

1人
1回

分
割

日
実

施
1人

複
数

回
1人

複
数

回

出
題
方
式

1フ
ォ

ー
ム

分
冊

方
式

LO
FT

方
式

LO
FT

方
式

適
応

型
(m

ul
ti-

st
ag

e含
)

問
題
バ
ン
ク

不
要

必
須

で
な

い
(あ

る
と

便
利

)
必

須
必

須
必

須

実
施
時
期
※

4月
～

5月
4月

～
5月

4月
～

5月
随

時
可

随
時

可

調
査
問
題
の

公
表

全
日

程
終

了
後

に
可

全
日

程
終

了
後

に
可

原
則

不
可

原
則

不
可

原
則

不
可

調
査
実
施

方
式

中
間

サ
ー

バ
＋

LA
N

中
間

サ
ー

バ
＋

LA
N

中
間

サ
ー

バ
＋

LA
N

中
間

サ
ー

バ
＋

LA
N

，
ま

た
は

W
AN

中
間

サ
ー

バ
＋

LA
N

，
ま

た
は

W
AN

※
 C

O
VI

D
-1

9の
影

響
に

よ
り

調
査

実
施

時
期

に
変

更
が

生
じ

た
場

合
は

，
こ

の
限

り
で

は
な

い
。
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A
B

C
D

E
F

G
H

I
J

K
L

M
第

1問
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
13

第
2問

2
3

4
10

6
13

12
9

1
11

5
8

7
第

3問
4

10
11

5
7

12
9

2
3

6
13

1
8

第
4問

7
12

8
9

3
4

11
6

13
1

2
5

10

多
数
の
小
問
群
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
を
複
数
の
問
題
セ
ッ
ト
に
割
り
付
け
る
(重
複
テ
ス
ト
分
冊
法
)。

※
表

中
の

1～
13

は
，

ブ
ロ

ッ
ク

の
番

号
を

表
し

て
い

る
。

4/
10

1校
時

4/
10

2校
時

…
4/
28

6校
時

•調
査
実
施
コ
マ
1つ
に
つ
き
，
問
題
セ
ッ
ト
1つ

を
実

施
。

•調
査

の
実

施
コ

マ
が
す
べ
て
終
了
す
る
ま
で
は
問
題
を
公
開
で
き
な
い

。
（

調
査

全
日

程
が

終
了

し
た

後
に

公
開

す
る

）
•学

力
調

査
で

よ
く

用
い

ら
れ

る
デ

ザ
イ

ン
だ

が
，

調
査

実
施

コ
マ

が
柔

軟
に

設
定

さ
れ

う
る

CB
T向

き
か

ど
う

か
は

議
論

の
余

地
あ

り
。
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調
査
問
題
本
体

調
査
問
題
の
難
易
度
を
は
じ
め
と
す
る
統
計
量

出
題
領
域

過
去
に
出
題
さ
れ
た
回
数

解
答
に
必
要
な
時
間

な
ど

問
題
バ
ン
ク

数
千
～
数
万
問

4月
10
日

1校
時

4月
10
日

2校
時

…

出
題
領
域
や
問
題
の
難
易
度
，
解
答
時
間
な
ど
が
同
じ
ぐ
ら
い
に

な
る
よ
う
に
問
題
セ
ッ
ト
を
自
動
編
集
し
て
配
布
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調
査
問
題
本
体

調
査
問
題
の
難
易
度
を
は
じ
め
と
す
る
統
計
量

出
題
領
域

過
去
に
出
題
さ
れ
た
回
数

解
答
に
必
要
な
時
間

な
ど

数
千
～
数
万
問

適
応
型
（
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
）

マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
方
式

問
題

の
難

易
度

易
難

1
正

答 2
誤

答

正
答

3

4
正

答

問
題

の
難

易
度

易
難

小
問

の
正

誤
に

応
じ

て
，

次
に

出
題

す
る

問
題

を
変

え
る

。

問
題
バ
ン
ク

〇
〇
〇 〇

×
×

〇
〇
×

大
問

内
の

得
点

(推
定

値
含

)に
応

じ
て

，
次

に
出

題
す

る
大

問
を

変
え

る
。
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応
用
テ
ー
マ
：
教
育
ア
セ
ス
メ
ン
ト
×
言
語
処
理

理
研
A
IP
セ
ン
タ
ー

自
然
言
語
理
解
チ
ー
ム

教
育
に
お
け
る
言
語
情
報

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の

訓
練
・
実
践
の
媒
体

−
記
述
式
答
案
、
作
文
・
エ
ッ
セ
イ

−
学
習
者
の
メ
モ
、
振
り
返
り
ロ
グ

−
教
員
の
解
説
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

採
点
・
診
断
・
添
削

解
説
・
分
析
・
対
話

自
然
言
語
処
理

46
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ね
ら
い

•先
端
技
術
を
用
い
た
新
し
い
学
習
/
教
育
方
法
の
開
発

–
学
習
者
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
即
時
的
な
評
価

–
適
応
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
る
対
話
的
学
習
環
境

–
学
習
者
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
集
合
的
な
分
析

•自
然
言
語
処
理
の
未
解
決
重
要
課
題
（
骨
の
あ
る
問
題
）

–
不
完
全
な
文
章
の
「
頑
健
」
な
解
析

–
採
点

/評
価
結
果
の
「
説
明
」

•
「（
自
分
の
判
断
を
）説
明
で
き
る

AI
」は

AI
の
重
要
課
題

–
書
き
手
の
「
意
図
」
の
推
測

•
「（
文
脈
か
ら
の
）意
図
の
理
解
」は
言
語
処
理
の
重
要
課
題

6
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現
在
の
到
達
点

12

1問
当
た
り
10
00
答
案
程
度
の
訓
練
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば

（平
均
的
に
は
）人
間
と
同
等
の
採
点
精
度
が
得
ら
れ
る

0.
650.

7

0.
750.

8

0.
850.

9

0.
95

20
0

40
0

80
0

16
00

採点精度(QWK)

学
習
デ
ー
タ
数

人
手
採
点

自
動
採
点

（
項
目
点
＋
事
前
訓
練
済
み
言
語
モ
デ
ル
）

自
動
採
点

（
全
体
点
の
み
で
訓
練
）

自
動
採
点

（
項
目
点
の
情
報
も
使
っ
て
訓
練
）

高
い

方
が

良
い

（
1.

0が
最

大
）

(M
izu

m
ot

o+
 B

EA
 2

01
9,

 F
un

ay
am

a+
 A

CL
-S

RW
 2

02
0)

高
校
「
国
語
」
模
試
デ
ー
タ
（
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
提
供
）
で
の
結
果
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0.
5

0.
550.
6

0.
650.
7

0.
750.
8

0.
850.
9

0.
951

Q1
Q2

Q5
Q6

Q4
Q3

採点精度(QWK)

■
自
動
採
点
（
16

00
答
案
で
訓
練
）
■
人
間

採
点
が
容
易
な
問
題
と
困
難
な
問
題

13

Q
1
 採

点
基

準
よ

り
一

部
抜

粋
①

「
他

人
は

自
分

と
違

う
」
と

い
う

説
明

3
点

➁
「
違

い
」
の

中
身

が
具

体
化

で
き

て
い

る
こ

と
5
点

（
「
他

人
と

異
質

な
考

え
方

」
）

Q
3
 採

点
基

準
よ

り
一

部
抜

粋
①

「
未

練
が

断
ち

切
れ

て
い

な
い

」
こ

と
を

表
現

4
点

➁
困

惑
し

た
心

情
の

表
現

が
入

っ
て

い
れ

ば
2
点

（
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

な
ニ

ュ
ア

ン
ス

の
表

現
を

広
く
認

め
る

）

含
む
べ
き
内
容
の
基
準
が
具
体
的

＝
情
報
包
含
判
別
タ
ス
ク

得
点
に
な
る
表
現
が
多
様
、
境
界
が
主
観
的

→
 人
の
判
断
も
ゆ
れ
る
、
自
動
採
点
も
困
難

人
間
に
と
っ
て
採
点
が
難
し
い
問
題
は
機
械
に
と
っ
て
も
難
し
い
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確
信
度
推
定
の
導
入

14

自
動
採
点
の
個
々
の
結
果
に
は
確
信
度
（c
on

fid
en

ce
）を
付
与
で
き
る

•
ユ
ー
ザ
（学
習
者
・教
員
）に
確
信
度
を
開
示

→
 納
得
感
・信
頼
の
向
上

–
何
も
説
明
が
な
い
と
、
「
な
ん
で
こ
の
答
案
で
こ
の
点
数
な
の
か
？
」

→
 せ
め
て
確
信
度
情
報
が
あ
れ
ば
、

「
モ
デ
ル
も
『
自
信
が
な
い
』
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
採
点
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
も
」

•
「採
点
確
信
度
が
低
い
答
案
は
人
手
採
点
に
回
す
」
と
い
う
使
い
方
も
可
能

人
手
採
点

学
習
者

学
習
者

自
動
採
点確

信
度
低

確
信

度
高

01234567

25
50

10
0

20
0

40
0

80
0
学
習
デ
ー
タ
数

•
自
動
採
点
を
確
信
度
上
位

80
%
に
絞
る
と

重
大
な
採
点
誤
り
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る

•
確
信
度
の
推
定
方
法
を
工
夫
す
る
と

重
大
な
採
点
誤
り
を
さ
ら
に
大
幅
に
減
ら
せ
る

一
般
的
な
確
信
度

推
定
手
法

距
離
学
習
に
基
づ
く

推
定
手
法

(F
un

ay
am

a+
 A

CL
-S

RW
 2

02
0)

「
重
大
な
採
点
誤
り
」
＝

採
点
誤
差
≧
配
点
の

20
%

重大な採点誤り率（
%

）
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A
Iは
言
葉
の
意
味
が
わ
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

26

例
え
ば
自
動
翻
訳
は
ず
い
ぶ
ん
流
暢
に
な
っ
た
け
れ
ど
、

問
題
・答
案
を
「理
解
」し
て
採
点
・添
削
す
る

AI
が
出
現
す
る
訳
で
は
な
い
。

人
間
の
教
師
の
代
わ
り
が
で
き
る
よ
う
な
技
術
に
も
も
ち
ろ
ん
な
ら
な
い
。
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平
成
3
1年

度
(
令

和
元

年
度

)全
国

学
力
・

学
習
状

況
調
査

中
学
校

英
語
「

話
す
こ

と
」
調

査
検

証
報

告
書

（
令

和
元

年
9月

20
日

）

＜
経

緯
＞

◆
平
成
2
7
年
6
月
：

「
生
徒
の
英
語
力
向
上
推
進
プ
ラ
ン
」に
て
、

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
英
語
4
技
能
調

査
の
実
施
を
決
定
。

◆
平
成
2
7
年
7
月
～
平
成
2
9
年
3
月
：

「
全
国
的
な
学
力
調
査
に
関
す
る
専
門
家
会

議
」
（
英
語
調
査
検
討
W
G
)に
て
、
具
体
的
な

実
施
方
法
を
検
討
。
教
員
の
負
担
等
を
考
慮

し
、
教
員
に
よ
る
面
接
調
査
で
は
な
く
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
に
よ
る
音
声
録
音

方
式
が
適
切
と
の
提
案
。

◆
平
成
3
0
年
5
月
：

予
備
調
査
実
施
（
特
別
支
援
学
校
を
含
む

公
立
中
学
校
1
3
5
校
で
実
施
完
了
）。

◆
実

施
方

法

・
予
備
調
査
と
同
様
、
W
in
d
o
w
s対
応
の
学
校
Ｐ
Ｃ
や
U
SB
を
活
用
。

・
1
学
級
一
斉
実
施
、
1
授
業
単
位
時
間
に
3
学
級
実
施
。

◆
調

査
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
構

成
（本

調
査

の
委

託
事

業
者

が
開

発
）

①
「
話
す
こ
と
」
調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
C
B
T
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
Ｔ
Ａ
Ｏ
」
を
採
用

(P
IS
A
と
同
様
)

②
回
収
ツ
ー
ル
：
P
C
か
ら
音
声
デ
ー
タ
を
回
収
し
、
デ
ー
タ
数
を
確
認

◆
特

例
的

な
措

置

・
学
校
IC
T
環
境
の
状
況
を
十
分
踏
ま
え
た
上
で
、
設
置
管
理
者
の
判
断
に
よ
り
、
学
校
単
位
で
「
話
す
こ
と
」
調
査
を
実
施
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
す
る
。

・
各
学
校
の
IC
T
環
境
が
非
常
に
多
様
で
あ
り
、
そ
の
整
備
状
況
に
よ
っ
て
準
備
や
負
担
が
様
々
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
回
の
「
話
す
こ
と
」
調
査
に

限
っ
て
の
措
置
。

◆
実

施
手

順

①
平
成
3
1
年
1
～
3
月
：
各
学
校
に
お
け
る
事
前
検
証

調
査
で
使
用
す
る
P
C
１
台
で
、
検
証
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

→
調
査
実
施
→
デ
ー
タ
回
収
→
音
声
デ
ー
タ
の
確
認

②
3
～
4
月
：
本
番
用
の
調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
P
C
全
台
展
開

③
4
月
：
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
の
接
続
確
認

④
調
査
前
日
：
調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
P
W
ロ
ッ
ク
解
除

⑤
4
月
1
8
日
：
調
査
実
施

⑥
調
査
後
同
日
中
：
学
校
に
て
音
声
デ
ー
タ
を
U
S
B
に
回
収

⑦
デ
ー
タ
回
収
後
：P
C
上
の
調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
削
除

◆
中

学
校

英
語

調
査

実
施

生
徒

数
・学

校
数

：
9
8
2
,9

4
4
人

・
9
,9

8
8
校

◆
設

置
管

理
者

の
判

断
で

実
施

し
な

か
っ

た
学

校
（
特

例
的

な
措

置
）：

5
2
,0

22
人

・4
3
4
校

◆
「
話

す
こ

と
」
調

査
実

施
生

徒
数

・
学

校
数

：
9
2
7
,1

96
人

･9
,4

8
9
校

(英
語

調
査

実
施

生
徒

数
の

9
4
.3

%
・
学

校
数

9
5
.0

%
)

◆
音

声
デ

ー
タ

欠
損

等
の

あ
っ

た
生

徒
数

・
学

校
数

（
実

施
後

に
判

明
）

：
1
5
,2

9
8人

･1
,6

58
校

(「
話

す
こ

と
」
調

査
実

施
生

徒
数

の
1
.6

%
、

学
校

数
17

.5
%)

２
．

「
話

す
こ

と
」
調

査
の

実
施

状
況

（
報

告
書

p
9
～

）

◆
特

例
的

な
措

置
の

適
用

に
つ

い
て

→
設
置
管
理
者
等
へ
の
意
見
聴
取
に
よ
り
全
学
校
の
状
況
を
確
認

◆
音

声
デ

ー
タ

欠
損

等
の

状
況

に
つ

い
て

→
欠
損
等
が
集
中
発
生
し
た
6
教
育
委
員
会
の
学
校
P
C
で
事
前
検
証
ツ
ー
ル
及
び
調
査
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
作
動
状
況
を
再
現
、
意
見
聴
取
な
ど

◆
調

査
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
第

三
者

に
よ

る
確

認

→
東
京
大
学
の
協
力
に
よ
り
、
P
C
１
台
あ
た
り
３
回
の
動
作
及
び
音
声
デ
ー
タ
の
録
音
保
存

状
況
を
検
証
し
、
正
常
作
動
を
確
認

３
．

検
証

方
法

（
報

告
書

p
1
1
 ～

）

（
１

）
実

施
要

領
に

基
づ

く
特

例
的

な
措

置
の

適
用

に
関

し
て

（
適

用
し

た
理

由
）

(a
)推
奨
環
境
に
満
た
な
い
O
S
の
使
用
、
P
C
台
数
不
足
。

（
特
例
措
置
適
用
全
体
の
1
0%
）

(b
)推
奨
環
境
は
満
た
し
て
い
た
が
、
事
前
検
証
ツ
ー
ル
が
正
常
に
作
動
し
な
か
っ
た
。

（
同
3
0
%
）

(O
S
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
古
い
、
C
P
U
、
メ
モ
リ
、
Ｈ
Ｄ
Ｄ
の
容
量
に
余
裕
が
な
い
、
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
で
録
音
で
き
な
い
等
)

(c
)環
境
復
元
機
能
の
一
時
解
除
、
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
方
式
の
た
め
必
要
と
な
っ
た
高
性
能
U
S
B
メ
モ
リ
の
購
入
、
P
C
整
備
の
予
算
措
置
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

（
同
5
0
%
）

(d
)整
備
し
て
い
る
学
校
P
C
が
W
in
d
o
w
sO
S
で
は
な
く
、
調
査
実
施
の
た
め
の
W
in
d
o
w
s機
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
。

（
同
5
%
）

(e
)新
設
・
大
規
模
改
修
等
に
よ
り
、
前
年
度
に
事
前
検
証
が
で
き
ず
、
年
度
当
初
の
準
備
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

（
同
5
%
）

＜
3
1
年

度
調

査
の

実
施

方
法

＞

１
．

「
話

す
こ

と
」
調

査
の

実
施

方
法

（
報

告
書

p
2
～

）

４
．

発
生

し
た

主
な

事
象

の
整

理
（
報

告
書

p
1
2
～

）

52



（
2
）
音

声
デ

ー
タ

欠
損

等
の

発
生

に
関

し
て

①
音

声
デ

ー
タ

欠
損

等
の

発
生

の
原

因
と

考
え

ら
れ

る
P

C
の

事
象

○
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
と
内
蔵
マ
イ
ク
と
の
ハ
ウ
リ
ン
グ
の
可
能
性

○
P
C
の
動
作
ス
ペ
ッ
ク
に
余
裕
が
な
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
正
常
に
作
動
し
な
か
っ
た
可
能
性

例
え
ば
、

・
他
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
調
査
実
施
時
に
作
動
し
P
C
に
負
荷
が
か
か
り
、
調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
正
常
動
作
せ
ず
。

・
前
日
に
環
境
復
元
機
能
を
解
除
し
た
と
こ
ろ
、
長
時
間
O
S
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
等
が
な
さ
れ
、
調
査
中
も
P
C
に
負
荷
。

・
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
等
に
お
い
て
、
端
末
内
で
の
処
理
が
間
に
合
わ
ず
、
迅
速
な
処
理
が
求
め
ら
れ
る
短
い
設
問
に
お
い
て
正
常
動
作
せ
ず
。

○
個
別
の
P
C
の
調
査
当
日
の
偶
発
的
な
不
具
合
の
可
能
性

②
調

査
設

計
上

の
課

題

○
今
回
の
調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
Ｐ
Ｃ
ス
ペ
ッ
ク
の
余
裕
と
の
関
係
上
、
調
査
時
に
録
音
・
保
存
が
正
常
に
な
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
機
能
が
な
か
っ
た
こ
と
。

○
生
徒
数
と
回
収
デ
ー
タ
数
が
一
致
し
て
い
る
か
の
確
認
方
法
が
十
分
に
は
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
。

○
音
声
デ
ー
タ
欠
損
等
の
有
無
の
確
認
は
調
査
期
間
終
了
後
と
な
る
が
、
採
点
シ
ス
テ
ム
の
制
約
上
、
音
声
デ
ー
タ
欠
損
を
理
由
と
す
る
調
査
の
や
り
直
し
は
当
日
限
り
と
い
う
取
扱
い
に
な
っ
て
い

た
た
め
、
や
り
直
し
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

（
3
）
生

徒
の

実
施

状
況

等
に

関
し

て

○
学
校
や
設
置
管
理
者
か
ら
は
、
英
語
4
技
能
の
育
成
の
重
要
性
と
「話
す
こ
と
」の
意
義
を
再
認
識
し
た
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

○
生
徒
か
ら
は
、
調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
操
作
方
法
に
戸
惑
い
調
査
開
始
が
遅
れ
た
、
近
隣
の
席
の
生
徒
の
声
が
聞
こ
え
、
落
ち
着
い
て
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

（
4
）
調

査
実

施
担

当
教

職
員

の
作

業
に

関
し

て

○
設
置
管
理
者
や
学
校
は
、
「
話
す
こ
と
」
調
査
の
実
施
に
向
け
て
、
最
大
限
の
準
備
と
対
応
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
（
独
自
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
、
研
修
会
の
開
催
、
IC
T
支
援
員
の
派
遣
な
ど
）

○
他
方
、
調
査
が
4
月
で
あ
り
、
準
備
か
ら
実
施
ま
で
に
教
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
る
こ
と
や
、
作
業
量
の
多
さ
に
つ
い
て
の
時
間
的
・
心
理
的
負
担
感
が
あ
っ
た
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

（
１

）
IC

T
活

用
の

利
点

を
生

か
し

た
調

査
方

法
の

設
計

○
用
い
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
種
類
を
簡
潔
に
す
る
こ
と
。

○
学
校
の
IC
T
環
境
を
利
用
す
る
場
合
は
、
多
様
な
IC
T
環
境
に
対
応
で
き
る
工
夫
を
講
じ
る
こ
と
（
多
様
な
O
S
へ
の
対
応
な
ど
）
。

○
学
校
P
C
等
と
W
eb
ブ
ラ
ウ
ザ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
の
導
入
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

→
こ
の
場
合
、
1
0
0
万
人
規
模
で
の
一
斉
調
査
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
サ
ー
バ
の
構
築
、
通
信
環
境
の
確
保
等
が
不
可
欠
。

（
2
）
各

生
徒

の
調

査
実

施
（
録

音
・
保

存
）
と

解
答

デ
ー

タ
の

回
収

の
有

無
の

確
認

○
P
C
等
に
は
不
測
の
事
態
が
生
じ
う
る
こ
と
を
前
提
に
、
当
日
や
む
を
得
ず
実
施
で
き
な
い
場
合
や
デ
ー
タ
欠
損
等
が
生
じ
た
場
合
の
調
査
や
り
直
し
等
の
期
間
・
手
順
等
の
設
定
。

○
全
設
問
が
確
実
に
録
音
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
る
仕
組
み
の
設
定
。

（
3
）
近

接
す

る
生

徒
か

ら
の

影
響

の
抑

制
○
生
徒
が
自
分
の
解
答
に
集
中
で
き
る
よ
う
、
外
部
音
の
遮
断
や
間
隔
を
あ
け
た
座
席
配
置
等
の
配
慮
。

○
調
査
を
2
日
間
に
わ
け
て
実
施
す
る
こ
と
（
同
一
問
題
の
一
斉
実
施
に
こ
だ
わ
ら
な
い
在
り
方
の
検
討
も
論
点
の
ひ
と
つ
）
。

（
4
）
生

徒
が

調
査

方
法

を
体

験
す

る
機

会
の

確
保

○
事
前
に
、
調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
同
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
等
、
生
徒
が
調
査
方
法
を
事
前
に
体
験
で
き
る
機
会
を
設
定
。

（
5
）
調

査
環

境
を

整
備

す
る

た
め

の
期

間
の

確
保

等
○
設
置
管
理
者
が
調
査
に
向
け
て
必
要
な
ＩＣ
Ｔ
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
遅
く
と
も
調
査
実
施
年
度
の
2年
前
に
は
、
実
施
方
法
、
求
め
ら
れ
る
ＩＣ
Ｔ
環
境
に
つ
い
て
提
示
。

○
ＩＣ
Ｔ
環
境
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
動
作
や
更
新
等
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
Ｐ
Ｃ
管
理
者
が
制
御
で
き
る
よ
う
、
学
校
Ｐ
Ｃ
と
し
て
一
層
使
い
や
す
い
環
境
整
備
を
期
待
。

５
．

課
題

の
整

理
・
分

析
（
報

告
書

p
1
7
～

）
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【
埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
】

○
対
象
：
公
立
小
中
学
校
（
さ
い
た
ま
市
を
除
く
）
の
小
４
～
中
３
（
毎
年
度
約
３
０
万
人
）

○
実
施
形
態
：
紙
媒
体
（

Pa
pe

r-B
as

ed
-T

es
tin

g）
で
実
施
（
以
下
、

PB
T）

○
特
長
：
一
人
一
人
の
「
学
力
の
伸
び
（
経
年
変
化
）
」
や
「
非
認
知
能
力
」
な
ど
を
継
続
し
て
把
握

○
今
後
の
展
開
：
調
査
結
果
と
Ａ
Ｉを
活
用
し
た
実
証
研
究
を
実
施
。
個
に
応
じ
た
指
導
の
実
現
を

目
指
す
。

現
状
・
課
題

Ｒ
３
年
度

Ｒ
４
年
度

Ｒ
５
年
度

Ｒ
６
年
度
～

本
体
調
査

Ｃ
Ｂ
Ｔ
試
行
（
新
規
）

周
辺
状
況

精
緻
な
デ
ー
タ
の
蓄
積
・
分
析
を
実
現
し
、
個
に
応
じ
た
指
導
に
よ
り
、
学
力
や
非
認
知
能
力
な
ど
子
供
達
の
成
長
に
つ
な
げ
る
！

【
国
の
動
き
】

〇
新
時
代
の
学
び
を
支
え
る
先
端
技
術
活
用
推
進
方
策
（

R1
.6
）

ＩＣ
Ｔ
を
基
盤
と
し
た
先
端
技
術
や
教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
効
果
的
に
活
用
し
、

誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
、
公
正
に
個
別
最
適
化
し
た
学
び
の
実
現
が
求
め
ら
れ
る
。

〇
Ｇ
ＩＧ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
：
児
童
生
徒
１
人
１
台
端
末
、
高
速
大
容
量
通
信
環
境
を
整
備
（

R2
～

R4
）

○
全
国
学
調
：

CB
T（

Co
m

pu
te

r-B
as

ed
-T

es
tin

g）
化
検
討
Ｗ
Ｇ
に
て
検
討
（

R2
.5
月
～
）

CB
T化
に
向
け
た
取
組
を

R3
概
算
要
求
。
小
規
模
試
行
と
ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
学
習
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の
検
証

【
令
和
3年
度
：
フェ
ー
ズ
１
】

・調
査
ス
キ
ー
ム
の
検
討
（
問
題
設
計
、実
施
体
制
et
c）

・モ
デ
ル
校
（
複
数
市
町
村
の
小
中
各
4～
5校
）
で

CB
T調
査
を
試
行
（
問
題
作
成
、調
査
実
施
、採
点
ま
で
）

・C
BT
の
実
施
に
必
要
な
環
境
の
確
認
（
問
題
移
行
、結
果
比
較
）

・課
題
の
検
証
、対
応
策
の
検
討
、ス
キ
ー
ム
の
修
正

【
令
和
4年
度
：
フェ
ー
ズ
２
】

・R
3モ
デ
ル
校
は
本
体
調
査
で
CB
T実
施

・モ
デ
ル
市
町
村
全
体
（
R3
モデ
ル
校
の
あ
る
4～
5市
町
村
）

で
CB
T調
査
の
試
行
（
問
題
作
成
、調
査
実
施
、採
点
、分
析
）

・課
題
の
検
証
、対
応
策
の
検
討
、ス
キ
ー
ム
の
修
正

・市
町
村
・学
校
へ
の
説
明
、実
施
に
向
け
た
フォ
ロー

【令
和
5年
度
：
フェ
ー
ズ
３
】

・本
体
調
査
を
原
則

CB
Tで
実
施

・課
題
の
検
証
、対
応
策
の
検
討
、ス
キ
ー
ム
の
修
正

・市
町
村
・学
校
に
お
け
る
全
面
実
施
に
向
け
た
準
備

・個
人
結
果
票
の
電
子
化
に
あ
た
り、
「個
別
ア
ドバ
イ

ス
シ
ー
ト（
AI
事
業
の
成
果
の
一
部
）
」を
活
用

事
業
内
容

【
CB

T導
入
の
メ
リ
ッ
ト
】

○
よ
り
精
緻
な
デ
ー
タ
の
取
得
・
蓄
積
・
分
析
が
可
能

・
解
答
ま
で
の
時
間
な
ど
の
ロ
グ
や
思
考
過
程
を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能

・
将
来
的
に
個
別
最
適
化
学
習
の
ツ
ー
ル
に
な
り
得
る
。

○
業
務
工
程
の
効
率
化
（
コ
ス
ト
軽
減
に
も
寄
与
）

・
調
査
資
材
の
印
刷
、
配
送
・
回
収
が
不
要

・
選
択
式
問
題
の
自
動
採
点
化
な
ど
に
よ
る
調
査
結
果
返
却
の
ｽ
ﾋ
ﾟｰ
ﾄﾞ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ

【
CB

T導
入
に
向
け
た
課
題
】

○
全
小
中
学
校
で
安
定
的
・
継
続
的
に
実
施
で
き
る
方
式
の
検
討

※
大
量
の
問
題
・
解
答
デ
ー
タ
の
送
受
信
方
法
（
ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ

or
 外
部
媒
体

et
c）

※
個
人
情
報
の
取
扱
い
（
外
部
ｻ
ｰ
ﾊ
ﾞｰ
と
ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
で
回
答
情
報
を
や
り
と
り
す
る
な
ど
）

○
CB

Tの
利
点
を
活
か
し
た
問
題
作
成
、
出
題
・
採
点
方
式
・
標
準
規
格
等
の
検
討

○
CB

Tの
実
施
に
必
要
な
環
境
の
整
備
（
問
題
移
行
（

PB
T→

CB
T）
、
結
果
比
較
（

PB
T⇔

CB
T）
）

○
児
童
生
徒
（
特
に
小
学
生
）
が
ＩＣ
Ｔ
機
器
を
使
用
し
た
学
習
に
慣
れ
る
必
要

※
授
業
に
お
け
る
ﾃ
ﾞｼ
ﾞﾀ
ﾙ
機
器
の
利
用
時
間
が

O
EC

D加
盟
国
中
最
下
位

試
行
・
実
証
を
重
ね
な
が
ら
、
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
を
紙
媒
体
で
の
調
査
か
ら
Ｃ
Ｂ
Ｔ
調
査
へ
段
階
的
に
移
行
す
る
。

取
組
の
方
向
性

一
人
一
台
端
末
整
備

文
科
省
概
算
要
求
Ｒ
３
全
国
学
調

CB
T化
に
向
け
た
取
組

小
規
模
試
行
と
ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
学
習
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の
検
証
を
実
施
予
定

授
業
等
で
の
一
人
一
台
端
末
の
活
用
、
子
供
た
ち
の
情
報
（
ＩＣ
Ｔ
機
器
）
活
用
能
力
を
育
成

全
市
町
村
で
Ｃ
Ｂ
Ｔ
実
施
（４
月
）

Ｐ
Ｂ
Ｔ
で
実
施
（５
月
）

Ｒ
３
モ
デ
ル
校
は
Ｃ
Ｂ
Ｔ
で
実
施
（４
月
）

モ
デ
ル
校
以
外
は
Ｐ
Ｂ
Ｔ
で
実
施
（４
月
）

Ｒ
４
モ
デ
ル
市
町
村
を
含
め
、
原
則
Ｃ
Ｂ
Ｔ
で
実
施
（
４
月
）

ｾ
ｷ
ｭ
ﾘ
ﾃ
ィ
等
の
課
題
が
あ
る
市
町
村
は
Ｐ
Ｂ
Ｔ
で
実
施
（４
月
）

●
調
査
ス
キ
ー
ム
の
検
討
、
環
境
確
認

●
モ
デ
ル
校
で
Ｃ
Ｂ
Ｔ
調
査
を
試
行
（９
月
）

●
課
題
の
検
証
、
ス
キ
ー
ム
の
修
正

●
モ
デ
ル
市
町
村
で
Ｃ
Ｂ
Ｔ
調
査
を
試
行
（７

or
９
月
）

●
課
題
の
検
証
、
ス
キ
ー
ム
の
修
正

●
課
題
の
検
証
、
ス
キ
ー
ム
の
修
正

●
全
面
実
施
に
向
け
た
準
備

フェ
ー
ズ
１

フェ
ー
ズ
２

フェ
ー
ズ
３

【令
和
6年
度
～
】

CB
T全
面
実
施

文
科
省
Ｒ
５
全
国
学
調
英
語
「
話
す
こ
と
」
調
査

Ｃ
Ｂ
Ｔ
実
施
（
目
標
）

AI
を
活
用
し
た
学
び
の
実
践
研
究
事
業

５
埼
玉
県
学
調
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
に
向
け
て
：
（
１
）
埼
玉
県
学
力
・学
習
状
況
調
査
Ｃ
Ｂ
Ｔ
導
入
推
進
事
業

第
8回
C
BT
化
検
討
WG

埼
玉
県
教
育
委
員
会
説
明
資
料
よ
り
抜
粋
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５
埼
玉
県
学
調
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
に
向
け
て
：
（
４
）
全
国
学
調
との
関
係
等

（
全
国
学
調
と地
方
学
調
（
埼
玉
県
学
調
）
の
役
割
分
担
）

〇
埼
玉
県
で
は
、全
国
学
調
と埼
玉
県
学
調
の
それ
ぞ
れ
の
特
徴
を踏
ま
え
て
、以
下
の
よ
うに
活
用
を進
め
て
い
る
。

・全
国
学
調
は
、調
査
問
題
や
解
説
資
料
等
を
通
して
、新
学
習
指
導
要
領
で
示
され
た
「児
童
生
徒
に
身
に
付
け
させ
た
い
資
質
・能
力
」を
具
体
的
な

メッ
セ
ー
ジ
とし
て
示
して
い
る
。（
県
とし
て
も
、対
象
学
年
・教
科
以
外
の
教
員
も
含
め
教
員
全
体
で
全
国
学
調
を解
くな
どし
て
、
「児
童
生
徒
に
身
に

付
け
させ
た
い
資
質
・能
力
」を
組
織
的
に
把
握
す
る
よ
う指
導
して
い
る
）

・埼
玉
県
学
調
は
、児
童
生
徒
の
学
力
の
伸
び
を
測
定
で
きる
とい
う独
自
の
特
長
を
有
す
る
。

→
全
国
学
調
と県
学
調
の
それ
ぞ
れ
の
機
能
を
踏
ま
え
た
活
用
が
重
要
。

仮
に
、全
国
学
調
を
Ｉ
Ｒ
Ｔ
で
実
施
し問
題
を
非
公
開
とす
る
とし
て
も
、教
育
指
導
上
の
役
割
を
担
保
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
全
国
学
調
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
へ
の
期
待
・提
案
）

①
実
施
準
備
に
つ
い
て

・令
和
元
年
度
の
「話
す
こと
」調
査
で
は
、Ｕ
Ｓ
Ｂ
方
式
に
よ
る
実
施
で
学
校
現
場
に
大
き
な
負
担
が
あ
った
。次
回
（
令
和
５
年
度
）
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、事
前
の
動
作
確
認
等
も
含
め
て
、学
校
現
場
へ
の
負
担
に
配
慮
い
た
だ
き
た
い
。

特
に
、事
前
の
フィ
ー
ジ
ビリ
テ
ィ検
証
も
大
規
模
一
斉
に
行
うの
で
は
な
く、
小
規
模
で
の
実
証
・改
善
を
段
階
的
に
重
ね
る
こと
が
必
要
で
は
な
い
か
。

・仮
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
クー
ル
端
末
を
活
用
して
次
回
の
「話
す
こと
」調
査
を
行
う場
合
は
、ヘ
ッド
セ
ット
等
の
機
器
準
備
も
必
要
で
は
な
い
か
。

②
実
施
方
式
に
つ
い
て

・規
模
を
生
か
して
、複
数
回
実
施
や
個
に
応
じて
問
題
を
変
え
る
よ
うな
実
施
方
式
も
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

・特
別
な
教
育
的
支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
に
関
して
、学
校
に
負
担
が
か
か
らな
い
調
査
の
仕
組
み
が
必
要
（
日
本
語
指
導
を要
す
る
児
童
生
徒
に
つ
い

て
は
、振
り仮
名
が
画
面
上
に
表
示
され
る
な
ど）
。

③
調
査
結
果
に
つ
い
て

・仮
に
全
国
学
調
が
IR
T方
式
を
取
って
も
、自
治
体
別
の
平
均
正
答
率
で
実
施
結
果
を
公
表
す
れ
ば
、そ
の
数
値
ば
か
りが
着
目
され
る
こと
に
な
る
。I
RT

に
適
した
調
査
結
果
の
公
表
の
仕
組
み
が
必
要
。

・自
治
体
職
員
や
教
員
に
デ
ー
タ分
析
の
知
見
は
乏
しい
の
で
、分
析
結
果
を
分
か
り易
く指
導
主
事
や
教
員
に
伝
え
る
仕
組
み
や
、分
析
結
果
か
ら課
題
を

読
み
解
くた
め
の
デ
ー
タス
キ
ル
の
育
成
が
不
可
欠
。

④
その
他

・キ
ー
ボ
ー
ドな
どＰ
Ｃ
操
作
面
の
影
響
が
少
な
くな
る
よう
、並
行
して
児
童
生
徒
の
Ｐ
Ｃ
操
作
ス
キ
ル
の
積
極
的
な
育
成
が
重
要
。教
育
指
導
面
で
の
対

応
も
必
要
で
は
な
い
か
。
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員
会

K
y
o
to

 P
re

fe
c
tu

ra
l 
B

o
a
rd

 o
f 

E
d

u
c
a
ti
o
n

国
と自
治
体
との
役
割
分
担
・協
働
の
方
向
性
に
つ
い
て
（
提
案
）

〇
文

部
科

学
省

や
他

府
県

教
育

委
員

会
等

と
の

密
接

な
連

携
・

協
働

を
実

現
す

べ
く

、
こ

れ
ら

の
主

体
が

IR
T

・
C

B
T

に
つ

い
て

情
報

共
有

や
意

見
交

換
が

で
き

る
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

の
よ

う
な

「
枠

組
み

」
を

構
築

す
る

こ
と

が
必

要
で

は
な

い
か

。
そ

の
よ

う
な

枠
組

み
で

の
交

流
・

議
論

を
通

じ
、

公
立

学
校

で
の

IR
T

・
C

B
T

活
用

の
意

義
や

メ
リ

ッ
ト

の
優

れ
た

「
見

え
る

化
」

も
促

進
で

き
る

の
で

は
な

い
か

。

〇
既

に
示

し
た

全
国

学
調

の
実

績
と

意
義

を
踏

ま
え

つ
つ

、
全

国
学

調
と

地
方

学
調

と
の

関
係

が
協

調
的

に
整

理
さ

れ
る

べ
き

で
は

な
い

か
。

そ
の

中
で

、
今

後
、

既
述

の
「

枠
組

み
」

の
活

用
も

通
じ

、
文

部
科

学
省

に
よ

る
地

方
学

調
の

実
態

把
握

や
、

地
方

学
調

に
お

け
る

C
B

T
化

・
IR

T
導

入
・

パ
ネ

ル
デ

ー
タ

化
の

支
援

が
行

わ
れ

る
と

と
も

に
、

高
度

な
知

見
を

必
要

と
す

る
IR

T
・

C
B

T
の

活
用

を
は

じ
め

、
今

後
、

地
方

自
治

体
に

お
い

て
指

導
主

事
等

（
ひ

い
て

は
学

校
現

場
）

の
デ

ー
タ

リ
テ

ラ
シ

ー
の

育
成

が
急

務
と

な
る

こ
と

か
ら

、
文

部
科

学
省

が
そ

の
育

成
の

支
援

を
実

施
す

る
こ

と
が

重
要

で
は

な
い

か
。

〇
当

面
、

京
都

府
教

育
委

員
会

と
し

て
も

、
IR

T
・

C
B

T
実

証
研

究
を

通
じ

、
学

校
現

場
で

の
学

力
向

上
や

指
導

改
善

に
注

力
す

る
こ

と
に

な
る

が
、

中
期

的
に

は
、

全
国

学
調

を
含

め
、

こ
う

し
た

学
力

・
学

習
状

況
調

査
で

集
ま

る
デ

ー
タ

の
利

活
用

、
す

な
わ

ち
、

教
育

施
策

・
活

動
（

イ
ン

プ
ッ

ト
）

の
効

果
の

把
握

・
分

析
結

果
に

つ
い

て
、

ど
の

よ
う

に
教

育
施

策
・

活
動

の
改

善
に

繋
げ

て
い

く
の

か
に

つ
い

て
、

国
・

地
方

が
協

調
し

た
仕

組
み

の
検

討
が

必
要

で
は

な
い

か
。

第
８
回
全
国
的
な
学
力
調
査
に
関
す
る
専
門
家
会
議
京
都
府
教
育
委
員
会
説
明
資
料
よ
り
抜
粋

56


